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ヘ
ル
パ
ー
な
ど
介
護
従
事
者
約
六
万
六
〇

〇
〇
人
を
組
織
す
る
Ｕ
Ａ
ゼ
ン
セ
ン
傘
下
の

日
本
介
護
ク
ラ
フ
ト
ユ
ニ
オ
ン
（
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
、 

陶
山
浩
三
会
長
）
は
、
八
月
四
日
に
記
者
会

見
を
開
き
、
二
〇
一
五
春
闘
の
賃
上
げ
状
況

や
二
〇
〇
七
年
以
降
、
毎
年
三
月
に
実
施
し

て
い
る
「
就
業
意
識
実
態
調
査
」
の
結
果
等

を
公
表
し
た
。

時
給
制
で
昨
年
比
四
二
円
増
を
獲
得

　

介
護
従
事
者
の
賃
上
げ
を
め
ぐ
っ
て
は
、

政
府
が
二
月
六
日
、
二
〇
一
五
年
度
か
ら
三

年
間
の
介
護
報
酬
に
つ
い
て
全
体
で
二
・
二

七
％
引
き
下
げ
る
こ
と
を
決
定
す
る
一
方
、

介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
（
以
降
、
処
遇
改

善
加
算
）
が
一
人
当
た
り
月
額
一
万
二
〇
〇

〇
円
程
度
、
増
額
さ
れ
る
中
で
の
取
り
組
み

と
な
り
、
そ
の
難
し
さ
が
指
摘
さ
れ
て
き
た
。

こ
の
間
の
妥
結
状
況
に
つ
い
て
経
過
説
明
し

た
、
久
保
芳
信
・
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
副
会
長
は
「
介

護
報
酬
が
減
る
分
、
事
業
収
益
も
落
ち
込
む

た
め
、
賃
下
げ
に
つ
な
が
ら
な
い
か
が
危
惧

さ
れ
る
状
況
下
で
の
取
り
組
み
と
な
っ
た
」

な
ど
と
説
明
し
た
。

　

中
間
集
計
結
果
に
よ
る
と
、
八
月
四
日
時

点
で
、
三
八
分
会
（
五
九
法
人
を
グ
ル
ー
プ

系
列
に
ま
と
め
る
な
ど
し
た
活
動
単
位
）
中
、

二
一
分
会
が
妥
結
に
漕
ぎ
着
け
て
い
る
。
単

純
平
均
は
、
月
給
制
組
合
員
が
二
二
〇
七
円

＋
処
遇
改
善
加
算
六
五
一
六
円
（
計
八
七
二

三
円
）
に
対
し
、
時
給
制
組
合
員
が
九
・
三

円
＋
同
四
一
・
八
円
（
計
五
一
・
一
円
）。

同
分
会
の
昨
年
の
妥
結
実
績
は
、
月
給
制
組

合
員
が
三
〇
八
〇
円
、時
給
制
組
合
員
が
九
・

一
円
だ
っ
た
の
で
、
月
給
制
組
合
員
で
五
六

四
三
円
増
、
時
給
制
組
合
員
で
四
二
円
増
に

の
ぼ
る
回
答
を
引
き
出
し
た
計
算
に
な
る
。

　

一
時
金
に
つ
い
て
は
、
三
八
分
会
中
二
二

分
会
で
妥
結
。
単
純
平
均
で
、
月
給
制
組
合

員
は
二
〇
万
二
五
〇
〇
円
、
時
給
制
組
合
員

で
は
三
万
八
七
五
六
円
と
な
っ
て
お
り
、
昨

年
（
同
順
に
二
二
万
八
八
七
二
円
、
三
万
三

三
四
五
円
）
対
比
で
、
月
給
制
組
合
員
が
約

二
・
六
万
円
下
回
る
一
方
、
時
給
制
組
合
員

は
約
五
〇
〇
〇
円
上
回
っ
て
い
る
。
こ
う
し

た
結
果
を
踏
ま
え
、
久
保
副
会
長
は
「
少
な

く
と
も
こ
れ
ま
で
に
妥
結
し
た
と
こ
ろ
で
は
、

離
職
率
の
高
ま
り
等
で
人
手
不
足
感
が
強

ま
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
背
景
に
、
大
き
な

前
進
が
み
ら
れ
た
よ
う
だ
。
た
だ
、
例
年
よ

り
法
人
側
か
ら
の
回
答
に
時
間
が
か
か
っ
て

お
り
、
交
渉
が
難
航
し
て
い
る
こ
と
は
否
め

な
い
」
な
ど
と
指
摘
し
た
。

月
給
制
の
八
割
超
に
ス
ト
レ
ス
あ
り

　

一
方
、
今
年
の
「
就
業
意
識
実
態
調
査
」

で
は
、
初
め
て
介
護
従
事
者
の
メ
ン
タ
ル
ヘ

ル
ス
状
況
等
に
つ
い
て
も
取
り
上
げ
た
。
調

査
は
、
月
給
制
・
時
給
制
の
組
合
員
各
三
二

五
〇
人
を
対
象
に
実
施
。
月
給
制
組
合
員
に

つ
い
て
は
二
一
六
五
人
（
六
六
・
六
％
）、

時
給
制
組
合
員
で
は
一
四
一
二
人
（
四
三
・

四
％
）
を
回
収
し
た
。

　

属
性
は
、
月
給
制
組
合
員
の
六
九
・
四
％

が
女
性
で
、
年
齢
層
は
多
い
順
に
、
四
〇
歳

代
（
二
八
・
九
％
）、三
〇
歳
代
（
二
四
・
七
％
）、

五
〇
歳
代
（
二
三
・
八
％
）
な
ど
。
主
に
従

事
し
て
い
る
職
種
は
、
多
い
順
に
入
所
系
介

護
員
（
一
八
・
一
％
）、ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
（
一

三
・
〇
％
）、
訪
問
系
介
護
員
（
一
〇
・
六
％
）、

通
所
系
介
護
員
（
九
・
〇
％
）、
サ
ー
ビ
ス

提
供
責
任
者
（
八
・
八
％
）
な
ど
と
な
っ
て

い
る
。
こ
れ
に
対
し
、
時
給
制
組
合
員
は
八

六
・
四
％
が
女
性
。
年
齢
は
四
〇
歳
代
（
三

一
・
三
％
）、
五
〇
歳
代
（
二
五
・
二
％
）、

三
〇
歳
代
（
一
八
・
四
％
）
な
ど
。
職
種
は
、

訪
問
系
介
護
員
（
二
九
・
三
％
）
と
通
所
系

介
護
員
（
二
〇
・
二
％
）、入
所
系
介
護
員
（
一

九
・
六
％
）
で
七
割
弱
を
占
め
る
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
職
場
で
ス
ト
レ
ス
を
感

じ
る
か
」
と
の
問
い
に
対
し
て
は
、
月
給
制

組
合
員
の
四
人
に
一
人
以
上（
二
六
・
三
％
）

が
「
と
て
も
感
じ
る
」
と
し
、半
数
以
上
（
五

四
・
六
％
）
が
「
と
き
ど
き
感
じ
る
」
と
回

答
し
た
。
職
種
別
に
み
る
と
、「
と
て
も
感
じ

る
」
割
合
は
通
所
系
管
理
者
（
三
九
・
四
％
）

や
准
看
護
師
（
三
七
・
五
％
）、
福
祉
用
具

専
門
員
（
三
二
・
一
％
）
な
ど
で
高
い
。
一

方
、時
給
制
組
合
員
で
は
一
二
・
四
％
が
「
と

て
も
感
じ
る
」
と
し
、
五
六
・
一
％
が
「
と

き
ど
き
感
じ
る
」
と
回
答
。
と
く
に
生
活
相

談
員
で
、「
と
て
も
感
じ
る
」
割
合
が
三
八
・

五
％
と
高
く
な
っ
て
い
る
。

　

職
場
で
ス
ト
レ
ス
を
「（
と
て
も
・
と
き

ど
き
）
感
じ
る
」
者
を
対
象
に
、
そ
の
原
因

を
尋
ね
る
と
（
三
つ
以
内
で
複
数
回
答
）、

月
給
制
で
は
「
仕
事
量
」（
四
三
・
三
％
）
が

も
っ
と
も
多
い
。
次
い
で
、「
体
へ
の
負
担
」

（
四
〇
・
七
％
）
や
「
売
上
に
対
す
る
重
圧
」

（
二
〇
・
一
％
）、「
正
し
い
ケ
ア
が
行
え
て

い
る
か
と
い
う
不
安
」（
一
八
・
八
％
）、「
休

み
が
取
れ
な
い
」（
一
七
・
二
％
）
な
ど
。
一

方
、
時
給
制
で
は
「
体
へ
の
負
担
」（
四
八
・

五
％
）
が
も
っ
と
も
多
く
、
こ
れ
に
「
仕
事

量
」
と
「
正
し
い
ケ
ア
が
行
え
て
い
る
か
と

い
う
不
安
」
が
と
も
に
二
六
・
三
％
で
続
く
。

以
下
、「
同
僚
と
の
関
係
」（
一
九
・
七
％
）、「
利

用
者
と
の
関
係
」（
一
八
・
五
％
）な
ど
と
な
っ

て
い
る
。「
最
近
、
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
に
不

調
を
感
じ
た
こ
と
が
あ
る
か
」
を
尋
ね
る
と
、

月
給
制
組
合
員
の
半
数
以
上（
五
一
・
一
％
）

と
時
給
制
組
合
員
の
三
分
の
一
以
上（
三
四
・

九
％
）
が
「
あ
っ
た
」
と
し
た
。

四
四
・
六
％
が
介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を 

利
用
し
た
い

　

ス
ト
レ
ス
の
原
因
に
「
体
へ
の
負
担
」
も

あ
が
る
な
か
、
Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
で
は
腰
痛
と
介
護

ロ
ボ
ッ
ト
に
つ
い
て
追
加
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を

行
っ
た
。
組
合
員
を
対
象
と
し
た
ネ
ッ
ト
調

査
で
、
回
答
者
は
三
二
七
人
。
そ
れ
に
よ
る

と
、
五
六
・
九
％
が
腰
痛
を
抱
え
る
な
か
、

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
を
業
務
で
使
っ
た
こ
と
が
あ

る
割
合
は
〇
・
三
％
に
と
ど
ま
っ
た
も
の
の
、

「
負
担
の
大
き
い
介
助
が
楽
に
な
る
」「
腰
痛

の
予
防
に
な
る
」
と
い
っ
た
期
待
か
ら
、
四

四
・
六
％
が
「
今
後
、
利
用
し
た
い
」
と
回

答
し
た
。�

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

介
護
労
働

1

Ｎ
Ｃ
Ｃ
Ｕ
が
春
闘
の
賃
上
げ
状
況
や
就
業
意
識
実
態
調
査
の
結
果
を
発
表




